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富
岡
町
議
会
全
員
協
議
会
が
11
月
26
日

に
開
催
さ
れ
、
国
よ
り『
居
住
制
限
区
域
並

び
に
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
の
財
物
賠

償
に
つ
い
て
は
５
年
分
を
一
括
払
い
し
、

６
年
目
も
帰
還
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場

合
は
、
そ
の
時
点
で
１
年
分
を
追
加
で
支

払
う
』案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国

が
両
区
域
の
除
染
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
５

年
間
必
要
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

各
議
員
か
ら
は「
追
加
払
い
は
ど
の
段
階

で
支
払
わ
れ
る
の
か
」「
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

遅
れ
５
年
で
帰
還
で
き
な
い
場
合
、
町
へ

責
任
転
換
さ
れ
追
加
分
の
支
払
い
を
拒
否

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
か
」な
ど
の

質
問
が
相
次
ぎ
、国
の
担
当
者
か
ら
は
、「
追

加
払
い
に
つ
い
て
は
、客
観
的
事
実
を
持
っ

て
判
断
し
て
い
く
。
５
年
間
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
途
中
で
、
両
区
域
の
整
備
が
終
わ

ら
ず
帰
還
困
難
と
判
断
し
た
時
点
で
、
町

と
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
町
は
、
除
染
や
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
生
活
環
境
が
整
う
ま
で
、
事
故
発
生

か
ら
６
年
間
は
必
要
と
判
断
し
、
様
々
な

形
で
要
望
・
要
請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

９
月
末
に
は「
帰
還
で
き
な
い
宣
言
」が
町

議
会
で
可
決
さ
れ
、
政
府
に
対
し
町
の
考

え
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
国

の
提
案
に
よ
れ
ば「
帰
還
困
難
区
域
」と「
居

住
制
限
区
域
・
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
」

で
は
、
当
初
一
括
で
支
払
わ
れ
る
額
に
１

年
分
の
差
が
生
じ
る
も
の
の
、
追
加
支
払

い
に
よ
り
町
内
一
律
賠
償
と
同
じ
扱
い
に

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

賠
償
問
題
は
、
皆
さ
ま
の
生
活
に
密
接

し
た
重
要
な
懸
案
事
項
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
再
三
に
渡
り
国
へ
要
望
し
て
き
た
町
内

一
律
賠
償
に
対
し
、
国
が
歩
み
寄
り
を
見

せ
ま
し
た
。
今
後
も
、
議
会
と
十
分
か
つ

慎
重
に
協
議
を
行
い
、
一
枚
岩
と
な
っ
て

強
く
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
10
月
29
日
に

開
催
さ
れ
た
町
議
会
全
員
協
議
会
で
は
、

賠
償
問
題
と
区
域
見
直
し
を
切
り
離
し
て

進
め
る
こ
と
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
除
染
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
区
域
見
直
し
が
必

要
不
可
欠
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

　

避
難
開
始
か
ら
ま
も
な
く
１
年
９
ヶ
月

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
国
が
示
し

て
い
る
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
の
取
り
組

み
は
、
当
初
の
予
定
か
ら
大
幅
に
遅
れ
て

お
り
、
９
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
た
住
民
説

明
会
以
降
、
区
域
見
直
し
や
賠
償
問
題
に

つ
い
て
も
、
事
実
上
協
議
が
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
ま
し
た
。
両
問
題
を
切
り
離
し
て
協

議
す
る
事
に
よ
り
、
区
域
再
編
案
の
方
向

性
を
導
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
帰
還
に
向
け
た
諸
施
策

を
適
切
に
実
施
し
て
い
く
う
え
で
、
重
要

と
な
る
も
の
が
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
で
す
。
今
回
、
復
興
庁
・
福
島
県
・

町
が
共
同
で「
住
民
意
向
調
査
」を
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
早
く
町
へ
帰
還

さ
れ
た
い
方
、
線
量
へ
の
不
安
も
あ
り
新

天
地
で
の
生
活
を
希
望
さ
れ
る
方
、
今
す

ぐ
に
は
戻
れ
な
い
が
い
ず
れ
は
町
に
帰
還

し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、
様
々
な
お
気

持
ち
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
皆
さ
ま
の
生
活
を

守
る
た
め
に
必
要
と
な
る
貴
重
な
資
料
と

な
り
ま
す
の
で「
住
民
意
向
調
査
」へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
10
月
に
開
催
さ
れ
た
世
界
ジ
ュ

ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
で
、
富
岡
高

校
の
桃
田
賢
斗
君
が
世
界
一
位
、
大
堀
彩

さ
ん
が
三
位
と
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て

く
れ
ま
し
た
。
両
選
手
の
活
躍
は
、
町
民

そ
し
て
、
富
岡
町
の
子
ど
も
た
ち
に
夢
と

希
望
を
届
け
て
く
れ
た
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。
原
発
事
故
避
難
と
い
う
、
予

想
も
し
な
か
っ
た
苦
難
を
乗
り
越
え
勝
ち

取
っ
た
メ
ダ
ル
に
は
、
私
達
富
岡
町
民
の

夢
と
希
望
、
そ
し
て
誇
り
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
て
お
り
、
若
人
の
力
強
さ
に
勇
気
を

も
ら
う
と
と
も
に
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い

た
避
難
先
の
猪
苗
代
町
の
皆
さ
ま
に
、
改

め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
先
月
開
催
さ
れ
た
第
24
回
ふ
く

し
ま
駅
伝
で
は
、
選
手
が
一
堂
に
会
し
て

練
習
す
る
時
間
も
少
な
か
っ
た
状
況
で
、

町
の
部
15
位
、
総
合
順
位
34
位
と
昨
年
を

上
回
る
成
績
を
収
め
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
沿
道
か
ら
の
声
援
や
テ
レ
ビ
中
継

を
見
な
が
ら
応
援
し
て
く
れ
た
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
選
手
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ

た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

年
の
瀬
も
い
よ
い
よ
押
し
せ
ま
り
、
避

難
先
で
２
度
目
の
年
越
し
を
迎
え
ま
す
。

新
し
い
年
が
、
復
興
・
復
旧
へ
向
け
て
前

進
し
、
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
健
や
か

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

富
岡
町
長　

遠
藤　

勝
也

広報とみおか　（2）



　

東
京
電
力
の
原
子
力
損
害
賠
償

に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
主
な
質
問
内
容
を
東

京
電
力
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
次

の
と
お
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の

で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を
基
に
、

東
京
電
力
に
対
し
質
問
お
よ
び

見
直
し
を
求
め
る
と
と
も
に
、
東

京
電
力
よ
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
随
時
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
個
別

具
体
的
な
ご
質
問
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
東
京
電
力（
株
）福
島
原
子
力

補
償
相
談
室（
０
１
２
０-

９
２
６-

４
０
４
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

産
業
振
興
課 

賠
償
対
策
係

賠
償
制
度
に
つ
い
て

問　

ど
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
い

て
避
難
終
了
の
扱
い
と
し
て
い
る

の
か
。

答　

賠
償
の
対
象
と
な
る「
避
難

等
対
象
者
」の
指
針
上
の
考
え
方

に
お
い
て
、「
避
難
指
示
等
に
よ

り
避
難
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

者
」と
さ
れ
て
お
り
、
左
記
の
場

合
に
つ
い
て
は
、「
避
難
等
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
」と
い
う
点
に
該

当
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

そ
の
よ
う
な
事
象
が
生
じ
た
時
点

以
降
は
、
賠
償（
避
難
）終
了
の
お

取
扱
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

・
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

・
避
難
等
対
象
区
域
で
の
滞
在
は
、

本
件
事
故
前
か
ら
決
ま
っ
て
い

た
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
事

故
後
、
避
難
等
対
象
区
域
を
離

れ
対
象
区
域
外
に
戻
ら
れ
た
場

合（
例
：
単
身
赴
任
の
た
め
、
一

時
的
に
避
難
等
対
象
区
域
内
に

居
住
し
て
い
た
が
、
事
故
後
勤

め
先
の
業
務
指
示
に
よ
り
勤
務

先
が
変
更
と
な
り
、
避
難
等
対

象
区
域
外
に
転
居
さ
れ
た
場
合
）

問　

避
難
対
象
者
が
避
難
対
象
者

で
な
い
方
と
結
婚
す
る
場
合
は
避

難（
賠
償
）終
了
と
な
る
の
か
。

答　

結
婚
の
事
実
だ
け
を
も
っ
て

避
難（
賠
償
）終
了
の
扱
い
と
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
な

ご
事
情
を
お
伺
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
結
婚
の
事
実
に
関
わ

ら
ず
、
や
む
な
く
他
の
地
域
に
移

住
さ
れ
る
場
合
に
は
、
避
難
を
継

続
さ
れ
た
場
合
と
同
様
の
お
取
扱

い
と
な
り
ま
す
。

問　

１
・
２
回
の
請
求
分
で
請
求
し

忘
れ
た
分
は
、
用
紙
を
請
求
し
追

加
分
だ
け
記
載
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

答　

追
加
で
の
請
求
は
可
能
で
す
。

ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
福
島
原
子

力
補
償
相
談
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

簡
易
請
求
書
に
つ
い
て

問　

簡
易
請
求
し
た
場
合
は
、
後

か
ら
の
追
加
の
請
求
は
出
せ
る
か
。

答　

簡
易
方
式
の
請
求
書
は
、
こ

れ
ま
で
の
お
支
払
い
実
績
に
応
じ

た
一
定
の
範
囲
で
ご
請
求
金
額
を

設
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

簡
易
方
式
で
ご
請
求
い
た
だ
い
た

場
合
、
そ
の
後
に
追
加
請
求
を
行

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

３
回
目
の
ご
請
求（
賠
償
対
象
期

間
：
平
成
23
年
12
月
〜
平
成
24
年

２
月
）に
限
り
、
既
に
簡
易
請
求

方
式
で
ご
請
求
い
た
だ
い
た
後
で

あ
っ
て
も
追
加
請
求
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

詳
細
は
福
島
原
子
力
補
償
相
談
室

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
第
４
回
目
以
降
に
つ
い
て

も
、
簡
易
方
式
で
の
ご
請
求
を
希
望

さ
れ
な
い
方
は
、
従
来
方
式
の
ご
請

求
を
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
従
来
方
式
の
場
合
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
領
収
書
等
の
原
本
が
あ
れ

ば
、
追
加
請
求
い
た
だ
け
ま
す
。
請

求
書
に
も
そ
の
旨
を
記
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
請
求
前
に
追
加
請
求

の
有
無
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
請

求
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

包
括
賠
償
請
求
に
つ
い
て

問　

５
回
目
の
包
括
請
求
書
が
届

い
た
が
、
従
来
版
は
同
封
さ
れ
て

い
な
い
の
か
。

答　

従
来
版
で
の
ご
請
求
を
ご
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
福
島
原
子
力

補
償
相
談
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

５
回
目
を
従
来
方
式
で
請
求

し
た
場
合
、
６
回
目
以
降
包
括
請

求
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

従
来
方
式
を
ご
選
択
さ
れ

た
場
合
、
次
回
以
降
も
従
来
方
式

で
の
ご
請
求
が
基
本
と
な
り
ま
す

が
、
今
後
、
定
期
的
に
包
括
請
求

方
式
へ
の
切
り
替
え
を
受
け
付
け

る
期
間
も
設
け
る
予
定
で
す
。
詳

細
が
定
ま
り
ま
し
た
ら
、
改
め
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問　

５
回
目
の
包
括
請
求
書
に
生

命
・
身
体
的
損
害
の
請
求
書
が
な

い
が
。

答　

ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
福

島
原
子
力
補
償
相
談
室
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問　

包
括
請
求
の
交
通
費
請
求
で

は
、
電
車
も
領
収
書
が
必
要
な
の

か
。

答　

電
車
、
バ
ス
以
外
の
公
共
交

通
機
関
の
み
必
要
と
な
り
ま
す
。

問　

包
括
請
求
で
は
平
成
24
年
６

月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
い
る
が
、

平
成
24
年
６
月
２
日
に
死
亡
し
た

場
合
、精
神
的
損
害
、そ
の
他
実
費
、

就
労
不
能
損
害
は
１
年
分
を
請
求

で
き
る
の
か
。

答　

精
神
的
損
害
は
１
年
分
を
請

求
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
賠
償
に
つ
い
て

は
、
実
損
害
に
対
し
て
賠
償
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
基
本
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
存
命
期
間
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

原
子
力
損
害
賠
償
請
求
の
問
い
合
わ
せ
等
に
つ
い
て
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お知らせ
住
宅
の
二
重
ロ
ー
ン
で

お
困
り
の
方
へ

　

福
島
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災

で
住
宅
に
損
害
を
受
け
た
方
の
生

活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
、
住
宅

の
二
重
ロ
ー
ン
に
対
す
る
利
子
補

給
を
行
い
ま
す
。

　

被
災
程
度
、
債
務
残
高
や
借
入

額
等
、
補
給
を
受
け
る
た
め
に
は

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
サ
イ
ト

で「
福
島
県
二
重
ロ
ー
ン
」と
検
索

す
る
か
、
県
建
築
指
導
課
に
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

県
建
築
指
導
課

　

 

☎
０
２
４-

５
２
１-

８
１
８
４

県
外
借
上
げ
住
宅
の

新
規
受
付
終
了
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
福
島
県
か
ら
県
外
に
避

難
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、
災
害

救
助
法
に
よ
り
応
急
仮
設
住
宅
と

し
て
、
借
上
げ
住
宅
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
県
外
へ
の
避
難
者

が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
県
外

借
上
げ
住
宅
の
新
規
受
付
を
平
成

24
年
12
月
28
日
で
終
了
し
ま
す
。

※
新
規
受
付
の
対
象
に
な
る
方
は
、

一
度
も
借
上
げ
制
度（
応
急
仮
設

住
宅
を
含
む
）を
利
用
さ
れ
て
い

な
い
方
に
限
り
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
県
外
借
上
げ
住

　

宅
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
へ
の

　

支
援
は
継
続
さ
れ
ま
す
。

▼
新
規
受
付
を
終
了
す
る
借
上
げ
住
宅

　

民
間
賃
貸
住
宅
の
ほ
か
、
自
治
体

の
公
営
住
宅
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
、

雇
用
促
進
住
宅
、
国
家
公
務
員
住

宅
等
も
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

▼
現
在
新
規
受
付
を
実
施
し
て
い
る

　

自
治
体

岩
手
県
・
秋
田
県
・
山
形
県

茨
城
県
・
千
葉
県
・
新
潟
県

石
川
県
・
山
梨
県
・
長
野
県

愛
知
県
・
三
重
県
・
兵
庫
県

鳥
取
県
・
島
根
県
・
広
島
県

山
口
県
・
福
岡
県
・
佐
賀
県

長
崎
県
・
熊
本
県
・
宮
崎
県

鹿
児
島
県
・
沖
縄
県

▼
そ
の
他

　

県
外
の
避
難
者
が
県
内
へ
帰
還

す
る
場
合
の
応
急
仮
設
住
宅

（
借
上
げ
住
宅
を
含
む
）の
受
付

は
、
当
面
の
間
実
施
し
ま
す
。

問 

福
島
県
生
活
環
境
部
避
難
者    

　

 

支
援
課

　

 

☎
０
２
４-

５
２
３-

４
１
５
７

原
子
力
災
害
に
係
る
不
動
産

取
得
税
の
軽
減
制
度

　

避
難
区
域
等
の
見
直
し
に
よ

り
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
に

指
定
さ
れ
た
区
域
に
家
屋
と
そ
の

敷
地
等
を
お
持
ち
の
方
が
、
県
内

に
そ
れ
ら
に
代
わ
る
家
屋
と
そ
の

敷
地
等
を
新
た
に
取
得
し
た
場

合
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
、
区
域
内
の
家
屋
等
と
同
じ

面
積
ま
で
の
不
動
産
取
得
税
の
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
帰
還
困
難
区
域
等
に
つ
い

て
も
同
様
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
新
た
に
取
得
し
た

家
屋
等
の
所
在
地
を
所
管
す
る
地

方
振
興
局
県
税
部
ま
で
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

相
双
地
方
振
興
局
県
税
部

　

 

☎
０
２
４
４-

２
６-

１
１
２
６

障害者控除対象者認定書の交付申請について

　障害者手帳などをお持ちでない65歳以上の高
齢者で、要介護１～５の認定を受けている方（要
支援１・２の認定者は該当しません）のうち、一
定の要件に当てはまる方については、申請に基
づき「障害者控除対象者認定書」を交付します。
　確定申告の際にこの認定書を提示することで、
本人またはその扶養者が、所得控除（障害者控除）
の適用を受けることができます。
※対象年度中に亡くなった方の分も申請できます。
※税申告用の書類のため、身体障害者等の認定
とは異なります。

▼控除額
所得控除額

障害者（要介護３または要介護１・
２で要件に該当する方） 27万円

特別障害者（要介護４・５の方） 40万円

▼申請方法
　申請用紙は、介護保険係に備え付けてあり
ますので、お電話にてお問合わせください。
窓口にお越しになる際は、申請者の印鑑をお
持ちください。
　また、ホームページ［災害版］（カテゴリー：
介護保険の手続き）からダウンロードすること
もできます。

問 健康福祉課 介護保険係

広報とみおか　（4）



富岡町住民意向調査ご協力のお願い
　現在、復興庁・福島県・富岡町は共同で、町民の皆
さまの避難期間中の生活環境の整備や帰還に向けた諸
施策を適切に実施していくうえでの貴重な資料とする
ため『富岡町住民意向調査』を実施しております。
　12月３日付けで広報とみおかと同じ送付先等に
調査票を送らせて頂いておりますが、調査の主旨を
ご理解いただき、ご多忙中とは存じますが、12月
18日（火）までにご記入のうえ、お近くの郵便ポスト
にご投函くださいますよう、お願い申し上げます。
　なお、返信の際の郵便切手は不要です。
※平成24年11月１日現在で満18歳以上の方が対象です。

　　　　　　問 復興庁・富岡町
　 　　　　　　『住民意向調査』お問合わせセンター
　　　　　　 　フリーダイヤル 0120－677－061
　 　　　　　　平日 10時～17時
　 　　　　　　設置期間：12月４日から12月25日

福
島
県
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ

施
設
等
復
旧
整
備
補
助
事
業
に

つ
い
て

　

福
島
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
県
内
中
小
企

業
者
等
の
施
設
・
設
備
の
復
旧
・

整
備
を
支
援
す
る
た
め
、「
福
島

県
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等

復
旧
整
備
補
助
事
業
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
る
た
め
に
必
要
と
な
る

「
復
興
事
業
計
画
」に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
公
募
を
行
い
ま
す
。

【
補
助
制
度
】

⑴
中
小
企
業
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復

旧
整
備
補
助
事
業

▼
概
要　

被
災
地
域
の
中
小
企
業
等
が
グ

ル
ー
プ
と
し
て
一
体
と
な
り
復

旧
・
復
興
事
業
を
共
同
で
行
う

中
小
企
業
等
の
支
援
事
業

▼
支
援
内
容

被
災
地
域
の
中
小
企
業
等
が
グ

ル
ー
プ
と
し
て
一
体
と
な
り
復

旧
・
復
興
事
業
を
共
同
で
行

い
、
地
域
経
済
や
雇
用
に
貢
献

す
る
復
興
事
業
計
画
を
作
成

し
、
福
島
県
か
ら
認
定
を
受
け

た
場
合
の
施
設
復
旧
・
整
備
に

係
る
経
費
の
一
部
補
助

▼
補
助
率

・
中
小
企
業
者　

補
助
対
象
経
費
の

　

４
分
の
３
以
内

・
中
小
企
業
者
以
外　

補
助
対
象

経
費
の
２
分
の
１
以
内

※
今
回
の
公
募
か
ら
大
企
業(

み

な
し
大
企
業
含
む)

に
対
す
る

補
助
金
交
付
は
原
則
行
わ
な
い

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

▼
締
切
日

　

平
成
25
年
１
月
11
日（
金
）

　

午
後
５
時

▼
申
込
み
先

福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
創
出

課
、
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、
観

光
交
流
課
、
商
工
総
務
課
で
、

申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
要
綱
及
び
申
請
書

福
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内「
東
日

本
大
震
災
関
連
情
報
」の「
中
小

企
業
等
復
旧
・
復
興
支
援
策
に

つ
い
て
」に
記
載
し
て
い
ま
す
。

問 

福
島
県
庁
商
工
労
働
部

　

 

産
業
創
出
課（
製
造
業
他
）

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
８
３

　
商
業
ま
ち
づ
く
り
課（
卸
売
・
小
売
業
）

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
９
９

　
商
工
総
務
課（
サ
ー
ビ
ス
業
他
）

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
７
０

　

観
光
交
流
課（
観
光
業
）

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
８
６

U
R
L http://w

w
w
.pref.

fukushim
a.jp

ふ
く
し
ま
避
難
者
交
流
会
開
催

　

東
京
都
で
12
月
24
日（
月
・
祝
）に

ふ
く
し
ま
大
交
流
フ
ェ
ア
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
同
時
に
首
都
圏
に
避
難
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
、
避
難

元
市
町
村
別
交
流
会
も
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ふ
く
し
ま
大
交
流
フ
ェ
ア

▼
開
催
時
間

　

11
時
か
ら
17
時

▼
場
所

　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
地
下
２

　

階
展
示
場
及
び
地
上
広
場

ふ
く
し
ま
避
難
者
交
流
会

▼
開
催
時
間

　

14
時
か
ら
16
時
45
分

▼
場
所

　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ガ
ラ

　

ス
棟
７
階
Ｇ
７
０
１
会
議
室
及

　

び
ラ
ウ
ン
ジ

問 
福
島
県 

避
難
者
支
援
課

　

☎
０
２
４-

５
２
３-

４
１
５
７

双
葉
農
業
普
及
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

双
葉
農
業
普
及
所
で
は
、
避
難

さ
れ
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ま
に
必

要
な
情
報（
農
産
物
・
土
壌
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
結
果
、
原
子
力
災
害
に

対
応
し
た
農
業
技
術
情
報
、資
金
・

事
業
の
紹
介
な
ど
）を
分
か
り
や

す
く
ご
説
明
す
る
た
め
、
毎
月
県

内
５
カ
所
に
、
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
窓
口
に

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

双
葉
農
業
普
及
所

　

☎
０
２
４
６-

２
４-

６
０
４
４

開催日 開催地区 開催場所 開催時間

12月６日（木） 三春町 三春貝山多目的運動公園管理棟

10：00～
15：00

12月13日（木） 郡山市 郡山市富田町若宮前応急仮設
住宅集会所

12月14日（金） 二本松市 浪江町役場二本松事務所
二本松市北トロミ573番地

12月20日（木） いわき市 いわき明星大学大学会館２階

12月21日（金） 会津若松市 会津若松市扇町応急仮設
住宅集会所

お知らせ

（5）　広報とみおか



国民健康保険　退職医療制度について

　長い間、会社などに勤めて退職し厚生年金などの受給資格がある方とその扶養家族の方は、国
民健康保険の「退職者医療制度」で医療を受けることになります。

一般の国民健康保険との違い
　一般の国民健康保険は、国民健康保険税と国からの補助金で運営していますが、退職者医療
制度は、国からの補助金の代わりに以前加入していた社会保険等がお金を出し、国民健康保険
を健全に運営していくための制度です。退職者医療制度に加入することにより、国民健康保険
加入者全体の保険税軽減にもつながります。ただし、医療費の自己負担の割合及び国民健康保
険税の税額については、一般の国民健康保険と同じです。

◇対象となる方
　退職被保険者（退職者本人）
　●国民健康保険に加入している方（または、これから加入する方）
　●被用者年金（厚生年金等）の加入期間が20年以上もしくは40歳以降に10年以上ある方で、　　
　　現在老齢（退職）年金の受給資格のある方。
　●60歳以上65歳未満の方

　退職被扶養者（家族）
　●国民健康保険に加入している方（または、これから加入する方）
　●退職者本人と同一世帯に属し、年間収入額（見込み）が130万円未満の方（60歳以上または　　
　　障がい者の方は180万円未満）
　●65歳未満の方

◇手続きについて
　　 ▼届出に必要なもの
　　　・国民健康保険被保険者証
　　　・年金証書（年金手帳ではありません）
　　　・印鑑
　　 ▼届出場所
　　　・富岡町役場郡山事務所、又は、いわき、三春、大玉各出張所
　　　・郵便でも手続きが可能ですので、ご連絡ください

◇退職者医療制度に切り替えが済んでいる方
　　現在、退職者医療制度に切り替えが済んでいる方には、水色の保険証（左上に「国民健康保
　険退職被保険者証」と印字）を送付しておりますので、手続きは不要です。65歳を迎える方に
　ついては、保険証の有効期限が誕生日の属する月の末日（誕生日が１日の方は前月末）に設定
　されていますので、有効期限が切れる前に一般の国民健康保険に切り替えた保険証を送付し
　ます（手続きは不要です）。
◇町で該当することが確認できる場合
　　各関係機関から提供される情報に基づき、退職者医療制度に該当することが確認できる方
　については、町で資格の切り替えを行い、新しい退職者医療制度の保険証を送付します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問 健康福祉課 国保年金係

お知らせ

見　本

広報とみおか　（6）



福島県警察本部からのお知らせ

富岡ジュニアバドミントンクラブ 入会希望者説明会開催のお知らせ

　東日本大震災からまもなく１年９ヵ月になりますが、福島県内においては今なお211名
の方が行方不明となっております。
　福島県警では、現在も毎日沿岸部の捜索を実施しているほか、消防や海上保安庁等関係
機関と連携し、毎月潮位の差が最大となる大潮の時期に合わせて沿岸部の特別捜索を行っ
ております。今後も行方不明者の早期発見のために継続して捜索活動を行って参りたいと
思いますが、ご家族の皆さまには「ここを重点的に探して欲しい」といったご意見やご要望
などがございましたら、遠慮なく福島県警察本部または最寄りの警察署までお知らせくだ
さるようお願い致します。

問 福島県警察本部災害対策課  ☎024－523－5811

　バドミントンを通した体力づくりと仲間づくりを目的に、平成25年２月から活動開始予定の富岡
ジュニアバドミントンクラブ入会希望者説明会を、下記により開催いたします。

◇説明会日程
１．期　　日　 平成25年１月19日（土）予定
　　　　　　　  　※お子様と一緒にご参加ください。クラブの活動内容等をご説明させていた
　　　　　　　　　　だいたあと、入会申込書を配布いたします。なお、会場・時間等につきま
　　　　　　　　　　しては、後日、個別にご連絡いたします。
　　　　　　　　　※説明会に参加を希望される方は、平成25年１月７日（月）まで、次の項目に
　　　　　　　　　　ついてメールまたは郵送にてお知らせください。
　　　　　　　　　　　①お子様のお名前　②現在の学校名・学年　③保護者名
　　　　　　　　　　　④現住所　⑤電話番号

２．申 込 先　 富岡ジュニアバドミントンクラブ　伊藤靖之（富岡町体育協会）
　　　　　　　　メール：y-ito@tomioka-sports.com
                 　　 郵送先：〒963－0201　
　　　　　　　　　　　　郡山市大槻町字西ノ宮48－5　富岡町役場企画課内　伊藤靖之　宛て
　　　　　　　　　　　　電話　080－2826－0227（富岡町体育協会携帯）

◇クラブ活動予定
１．練  習  日　 土曜日または日曜日の午前または午後（月２回～３回）
２．練習場所　 三春町民体育館または郡山市内体育館
３．入会対象　 平成23年３月時点で富岡町に居住されていた小学３年生～高校３年生
　　　　　　　　（平成25年度の学年）で、現居住場所は問いません。

平成23年4月中旬 現在

お知らせ

浪江町請戸地内　捜索場所の状況
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　10月23日から千葉ポートアリーナで行われた「世界ジュニ
アバドミントン選手権大会2012」において、日本が団体戦初
の準優勝に輝き、さらに富岡高校バドミントン部の桃田賢斗
選手が個人戦男子シングルスで優勝、大堀彩選手が女子シン
グルスで３位入賞を果たしました。
　日本チームには、両選手の他に富岡高校から松居圭一郎選
手、小林優吾選手、早田紗希選手がエントリー。30カ国が出
場し、初の日本開催となった世界の舞台で躍動する姿を見せ
ました。

展
開
な
が
ら
、
会
場
に
駆
け
付
け
た
仲

間
の
声
援
を
背
に
終
盤
で
逆
転
。
苦
し

い
試
合
を
制
し
、
日
本
人
選
手
と
し
て

初
の
金
メ
ダ
ル
を
手
に
し
ま
し
た
。
桃

田
選
手
は「
今
年
で
４
回
目
の
出
場
だ

が
、
今
ま
で
様
々
な
大
会
に
出
て
経
験

を
積
め
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
世
界

ジ
ュ
ニ
ア
は
、
高
校
卒
業
ま
で
に
一
番

の
目
標
と
し
て
い
た
大
会
。
皆
さ
ん
の

応
援
が
大
き
な
力
と
な
っ
た
」と
、
悲
願

を
達
成
し
た
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
同
じ
く
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
に

出
場
し
た
大
堀
選
手
は
、
中
国
や
タ
イ

な
ど
の
強
豪
選
手
を
破
り
ベ
ス
ト
４
に

進
出
。
日
本
人
対
決
と
な
っ
た
準
決
勝

で
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
で
惜
敗
す

る
も
堂
々
の
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し

た
。
大
堀
選
手
は「
今
回
は
ノ
ー
シ
ー
ド

だ
っ
た
が
、
強
い
選
手
に
勝
ち
ベ
ス
ト

４
に
進
出
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
自
信

に
な
っ
た
。
し
か
し
３
位
に
は
も
ち
ろ

ん
納
得
し
て
い
な
い
。
練
習
を
重
ね
、

さ
ら
に
上
を
目
指
し
た
い
」と
今
後
の
リ

ベ
ン
ジ
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　

富
岡
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
顧
問
の

本
多
裕
樹
教
諭
は
、「
桃
田
、
大
堀
を
は

じ
め
、
今
回
出
場
し
た
５
人
は
、
日
本

の
看
板
を
背
負
っ
て
戦
い
、
他
の
部
員

た
ち
に
、
頑
張
れ
ば
上
に
行
け
る
こ
と

を
証
明
し
て
く
れ
た
」と
、
教
え
子
た
ち

の
活
躍
に
称
賛
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

日
本
人
選
手
初
の
快
挙

　

団
体
戦
準
優
勝
の
興
奮
が
冷
め
や
ら

ぬ
中
、
個
人
戦
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
に
出

場
し
た
桃
田
選
手
は
、
初
戦
か
ら
す
べ

て
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
ち
上
が
り
決
勝
に

進
出
。
大
会
第
１
シ
ー
ド
選
手
を
破
っ

た
中
国
の
強
豪
シ
ュ
エ
・
ソ
ン
選
手
と

の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
第
１
ゲ
ー
ム
を
桃
田
選
手
、

第
２
ゲ
ー
ム
を
シ
ュ
エ
選
手
が
取
り
、

迎
え
た
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
。
桃
田
選

手
は
序
盤
か
ら
リ
ー
ド
を
許
す
苦
し
い

　「富岡の皆さまのご支援とご
協力のおかげで今回の結果を残
すことができました。この成績
に満足せず、もっと上を目指し
ます。来年４月からは実業団の
NTT東日本でプレーしますの
で、今後とも応援をよろしくお
願いいたします。」

桃田　賢斗 選手
（富岡高校３年）
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喜びのメッセージ

　
　桃田選手、大堀選手、世界ジュ
ニアでのご活躍おめでとうござ

います！私は、富岡町で実施していたジュニアス
クールへ参加したのをきっかけにバドミントンを
始めました。桃田選手や大堀選手にも打ち方など
を教えていただいたことがあります。今は郡山市
安積中学校バドミントン部の副主将をしています
が、もっともっと練習を積み重ね、少しでも２人
の技に近づけるよう頑張りたいと思います。

　２人の活躍が富岡町を元気に
してくれます。本当に郷土の誇

りだと思います。
　世界ジュニアの応援に行きましたが、実力も人
気も素晴らしく、そして何事にも動じない姿は、
着実に世界に羽ばたいていることを実感しまし
た。これからも富岡町の皆さんに対する感謝の気
持ちを忘れず、なお一層の精進を期待します。
（桜風寮：震災前に選手たちが生活していた学生寮）

試
練
を
乗
り
越
え

　

多
く
の
人
々
の
生
活
を
一
変
さ
せ
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
員
た
ち
に
も
大
き
な

困
難
と
試
練
を
与
え
た
東
日
本
大
震
災

と
福
島
第
一
原
発
事
故
。
２
人
は「
震

災
に
よ
っ
て
辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
経

験
し
た
。
何
人
か
の
部
員
が
転
校
し
、

も
う
今
の
仲
間
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
出

来
な
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、
富
岡
町
や
避
難
先
で
あ
る
猪
苗

代
町
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
今
回
の
成
績
を
残
す
こ
と
が
で

き
た
。」と
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
支

援
し
て
く
れ
た
全
て
の
人
々
に
感
謝
の

気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

大
舞
台
で
さ
ら
な
る
飛
躍
を

　

今
回
の
取
材
で
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て

の
真
っ
直
ぐ
な
目
線
で
話
を
聞
か
せ
て
く

れ
た
２
人
は
、
時
折
り
明
る
い
普
通
の
高

校
生
の
顔
も
覗
か
せ
、
震
災
前
に
富
岡
高

校
な
ど
で
行
っ
て
い
た
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ス
ク
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け

て
、「
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
努
力
す
れ

ば
夢
は
必
ず
叶
う
。
高
い
目
標
を
持
っ
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
笑
顔
で
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
日
本
代
表
と
し
て
国
内
外
の
主

要
大
会
に
出
場
し
て
い
る
両
選
手
。

世
界
の
舞
台
で
さ
ら
に
飛
躍
し
、
全
国
で
避

難
生
活
を
続
け
る
町
民
に
明
る
い
話
題
と
希

望
を
届
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

「世界に向けて一層の精進を」
桜風寮　荒木信彦さん

（中央）

「２人を目標に！」
安積中学校２年

藤田優花さん（新町）

　「自分が勝つことで、震災
で悲しい思いをした町民の
皆さんが元気になっていた
だければ嬉しいです。これ
からも明るい話題をお届け
できるよう頑張ります。」

大堀　彩 選手
（富岡高校１年）
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と
ぴ
っ

す
く

　生前、町発展のためにご尽力され
た元富岡町議会議員の故・猪狩常廣
さんに叙勲が、同じく故・渡邉貴一
郎さんに叙位が贈られ、10月26日、
それぞれのご遺族の避難先で伝達式
が行われました。
　叙勲として旭日単光章を受章され
た猪狩さんは、昭和43年３月に初当
選し４期16年間、また、叙位として
従六位を受章された渡邉さんは、昭
和50年４月から平成12年までの25年
間在職され、地方自治の伸展と住民
福祉の向上に精魂を費やされるとと
もに、崇高な理念と識見で町政の隆
盛にご尽力されました。
　伝達式では宮本町議会議長が「長き
議員活動を評された受章、誠におめ
でとうございます。先輩が築き上げ
た議員活動を元に、我々議員も精一
杯活動に努めます」とお祝いのことば
を述べ、遠藤町長からご遺族に勲記
と勲章が手渡されました。

町の発展に寄与　富岡町元議会議員に叙勲・叙位

叙勲を受章された故・猪狩常廣さんのご遺族

叙位を受章された故・渡邉貴一郎さんのご遺族

仲間との絆を深め、笑顔でプレー
　　　第３回げんき富岡・震災復興祈願パークゴルフ大会
　富岡町パークゴルフ協会主催による「第
３回げんき富岡・震災復興祈願パークゴ
ルフ大会」が、11月16日、愛好者36人が参
加し、広野町二ツ沼総合公園パークゴル
フ場において行われました。
　塙町から参加した鈴木忠三さん（夜の森
駅前北）は、前回いわき市で行われた大会
に続く２回目の参加で、「今回は富岡町
から近い広野町で開催するということで、
感慨深い思いがあります。久しぶりに会
う人もいるので、プレーすることはもち
ろん、話をすることも楽しみです。」と語
られました。
　コース内にはボールを打つ小気味好い
音が響き、参加者の皆さんは青空の元、
時間を忘れてプレーを楽しんでいました。

大会入賞者（敬称略）

　男　子　１位　鹿股　  洋　 ２位　鈴木  忠三
　　　　　３位　佐藤 憲二郎
　女　子　１位　田中 チイ子　 ２位　猪狩  幹子
　　　　　３位　鈴木  文子

気の合った仲間との再会に笑顔が溢れる参加者の皆さん
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とととぴぴぴぴぴっ すっっっ すすすすすすすく

　とみおか子ども未来ネットワーク主催によ
る平成22年度富岡第一中学校卒業生の同窓会
イベントが、10月21日、東京都国立科学博物
館において行われました。
　昨年３月11日に行われた卒業式の直後震災
に見舞われ、そのまま全国に離ればなれになっ
てしまった生徒たちは、再会を喜び合い、１
年８ヵ月以上空いてしまった時間を取り戻す
かのように近況報告や思い出話に花を咲かせ
ていました。
　生徒の１人は「このような機会を設けていた
だき、ありがとうございました。次は今回来
られなかった友人とも会いたいです」と挨拶を
述べ、次の再会を約束して散会となりました。

離ればなれでも仲間は一生の宝物　富岡第一中学校卒業生同窓会

卒業式以来の再会を喜び合った生徒の皆さん

“富岡っ子の明日を元気に！”
　　　富岡町幼稚園・小学校・中学校　合同学習発表会
　富岡町幼稚園・小学校・中学校の合同学
習発表会が、10月27日、三春町の同校三春
校で行われました。
　今回のテーマは、小学校が「富岡っ子の輝
く笑顔と協力で最高の思いを届けよう」、中
学校が「明日を、元気に！～One for All, All 
for One. ～」。幼稚園児11人が歌とお遊戯、
小学生35人が全校劇と合奏、中学生40人が
全校合唱と全校体育、職場体験発表を披露
し、会場を訪れた保護者からは盛んな拍手
が送られていました。
　また、夏休みに中学２、３年生18人が参加
したドイツ研修旅行の様子を報告したほか、
全国各地から寄せられた多くの支援に対す
る感謝のメッセージを込めたビデオレター
も紹介されました。

小学生による全校劇「本当の宝物は」中学生による発表「職場体験で学んだこと」

可愛らしい衣装の幼稚園児によるお遊戯
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　福島県高齢者芸能発表会が、10月24日、
郡山市のユラックス熱海で行われ、郡山
市富田仮設・借上げ住宅老人クラブ女性
部の会員16人が踊りを披露しました。
　今回の踊りは、同クラブのメンバーが
考えたオリジナルで、曲は故・渡辺和雄
さん（西原）が麓山の火祭りを題材に書い
た詩を元に作られ、５月から練習に励ん
できました。桜が描かれたピンクの法被
を羽織り、ふるさと富岡への思いを込め
て踊った皆さんに対し、会場からは大き
な拍手が送られました。

　三春町の平沢仮設住宅に入居する富岡町民
を招待したウォーキング教室が、11月５日、
平田村のジュピアランドひらたで行われまし
た。
　これは、避難生活が続く富岡町民に気軽に
身体を動かしてもらおうと、日赤福島県支
部と平田村赤十字奉仕団の主催により開催
されたもので、参加者20人がノルディック・
ウォーキングなどを楽しみ、深まる秋と自然
を堪能していました。

　11月３、４日の両日、紅葉が辺りを彩る
三春町で「三春秋まつり」が行われました。
　三春町には富岡町の役場出張所と仮設
住宅があることから、共催として参加。
富岡町民の皆さんも多数会場を訪れ、三
春の秋の一日を楽しんでいました。
　また、売店には今年４月から大玉村で
営業している「えびすこ市場」と、震災前
に夜の森地区で菓子店を営んでいた「五泉
屋」が出店し、五泉屋では500個用意した
名物のまんじゅうが午前中に売り切れる
など、富岡の味を求める多くの人で賑わ
いを見せました

望郷の思いを込め、県芸能発表会で踊りを披露
郡山市富田仮設・借上げ住宅老人クラブ女性部

季節の移ろいを感じながら　平田村で健康ウォーキング

富岡町の店舗も出店　にぎやかに 三春秋まつり

息の合った踊りを披露した皆さん

懐かしい味を求め多くの町民が来店

深まる秋の空気を吸いながらのウォーキング

とととぴぴぴぴぴっ すっっっ すすすすすすすく
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　県内最大のスポーツイベントであ
る市町村対抗福島県縦断駅伝競走大
会が、11月18日、白河市総合運動公
園陸上競技場から福島県庁までの全
16区間、96.5㎞で行われ、51チーム
が健脚を競い合いました。
　富岡町は中学・高校生を中心とし
たチーム編成でレースに臨み、県内
外から集まった若い力が、自分自身
のために、そして、苦しい避難生活
を続ける町民へ諦めない気持ちと元
気を届けるために、晩秋の福島路を
駆け抜けました。
　沿道には多くの富岡町民が応援に
駆け付け選手を激励。１区の吾妻咲
弥選手が「皆さんの声援がとても嬉し
く、そして強く背中を押してくれた」
と語るように、その声はランナーた
ちの力となり、富岡町は総合34位、
町の部15位と、前回を上回る成績で
大会を終了しました。

一本のタスキがつないだ、明日への希望と諦めない心
第 24回市町村対抗ふくしま駅伝

力を出し切り、笑顔の選手・スタッフの皆さん

6区・渡辺智幸選手

3区・小林選手から
4区・坂本選手へリレー

総 合 町の部
１位 郡 山 市 三 春 町
２位 会津若松市 鏡 石 町
３位 いわき市 会津美里町
４位 二本松市 猪苗代町
５位 福 島 市 石 川 町
６位 須賀川市 会津坂下町

１区 吾妻  咲 弥 猪苗代中学校２年

２区 高 嶋 　 道 富岡高校１年

３区 小林  大 吾 猪苗代中学校３年

４区 坂本  正 喜 白河地方広域消防

５区 深谷  一 文 小高工業高校３年

６区 渡辺  智 幸 川内小学校教員

７区 光島  理 貴 猪苗代中学校３年

８区 三瓶  湧 大 平野中学校２年

９区 藁谷  希 理 平第一中学校３年

10区 斉 藤 　 威 自衛隊習志野

11区 堀本真理子 郡山健康科学専学

12区 村 上  紀 康 福島高専１年

13区 渡 辺  弘 貴 いわき明星大２年

14区 林 　 達 也 富岡高校１年

15区 高橋明日香 猪苗代中学校１年

16区 芳 賀  祐 介 富岡町体協陸上部

5区・深谷一文選手（左）

レース終了後、福島県庁にて

とととぴぴぴぴぴっ すっっっ すすすすすすすく

（19）　広報とみおか

第24回ふくしま駅伝　上位成績

富岡町エントリーメンバー



　10月に会津若松市で開催された、第11回
福島民友旗争奪福島県還暦野球選手権大会
において浪江クラブが準優勝に輝き、小桧
山隆代表、渡部俊夫監督、メンバーとして
出場した山田久夫さん（新町）と冨沢真澄さ
ん（小浜）が富岡町役場郡山事務所を訪れ、
田中副町長に準優勝の報告を行いました。
　浪江クラブには、富岡町民９名を含む双
葉郡内各地から選手が加盟。避難の影響で
全体練習が２回しか出来ず、厳しいコン
ディションでの出場となりましたが、野球
への情熱と団結力で勝ち進み、見事な成績
を収めました。チームの主将も務める山田
さんは「準優勝は皆さんのご協力のおかげ。
これからも健康に留意し野球を楽しみ、来
年はぜひ優勝したい」と今後の抱負を語ら
れました。

　東日本大震災により、全国の方々から町
へ義援金を頂きました。頂いた善意は、今
後も町の復興及び町民の皆さまのため、有
効に使わせて頂きます。（10月30日現在、
寄せられた義援金４億7,999万1,205円、配
分額２億3,994万円）

温かいご支援、ありがとうございます
全国の皆さまより義援金並びにご寄附等をいただきました

富岡町民 9名が所属
還暦野球・浪江クラブ　福島県選手権で準優勝に輝く

左から小桧山会長、山田さん、渡部監督、冨沢さん、
田中副町長

遠藤町長に義援金を手渡す、大井よさこいひょうたん祭り
実行委員会（神奈川県大井町）の皆さん

義援金とともに品川区立第三日野小学校の児童の皆さんの
応援メッセージなどを手渡す品川区堀越明人事課長

浪江クラブでは、随時メンバーを募集しています。入会
資格など詳しくは事務局の冨沢真澄さんまでお問合わ
せください。　　　　　　　　連絡先：090-2367-3289

　平成24年９月～10月に義援金を頂いた
企業・団体・個人名を掲載いたします。
（順不同・敬称略）

井川自転車店・三嶋正之・喜幸会会主井
坂斗絲幸・NPO法人アジアありがとう
支援基金理事長弓場英治・滋賀県湖南
ロータリークラブ会長上西保・オモイオ
モイの募金缶・田村透・齋藤真路・日蓮
宗北関東教区長日蓮宗埼玉県宗務所長三
枝泰英・中尊寺・ACIDMAN・木元久雄・
福井幹良・大井よさこいひょうたん祭り
実行委員会・ミノルミュージック・関川
亜紀・佐藤大士・小杉秀一・品川法人会・
品川区民一同品川区長濱野健
その他、匿名での寄付もございます。

広報とみおか　（20）
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測定器：γ線用シンチレーションサーベイメータ（日立アロカメディカル社製）
（注）№43のみよし前交差点については地上10㎝で30マイクロシーベルト超の測定結果となりました。
　　現在、町が所有する放射能測定機器は30マイクロシーベルトまでしか測定できないため、上記表示となっております。

（21）　広報とみおか

No. 測定場所
11月18日（晴れ）
地上１ｍ 地上10cm

37 小浜住宅団地内公園前 5.96 9.83 
38 双葉環境センター 3.57 7.54 
39 ＮＨK電波塔入口（浜街道） 6.23 8.47 
40 深谷集会所 8.59 9.13 
41 赤坂神社前 9.33 12.50 
42 太平洋ブリーディング前 17.00 25.60 
43 みよし前交差点 13.60 （注）30以上
44 富岡自動車学校前 9.60 18.40 
45 リフレ富岡 6.05 7.27 
46 東洋育成園前 6.04 10.50 
47 富岡インター駐車場 6.31 7.67 
48 上手岡児童館 4.16 4.83 
49 下千里ライスセンター前 4.39 7.67 
50 舘山荘前 5.37 7.52 
51 夜の森つつみ公園 7.02 6.88 
52 総合グラウンド東側駐車場 7.13 10.10 
53 華の樹前 8.58 10.00 
54 宝泉寺前 5.34 7.59 
55 国道６号第二原発入口前 1.62 2.35 
56 猪狩スタンド前 1.81 3.17 
57 なべや駐車場前 1.61 3.28 
58 大東銀行富岡支店前 3.36 3.35 
59 富岡漁港 0.79 0.85 
60 サンライズイン富岡前 1.35 2.88 
61 福島富岡簡易裁判所前 3.46 5.88 
62 ヨークベニマル富岡店前 3.19 5.05 
63 今村病院前 5.33 9.16 
64 福島銀行富岡支店前 2.57 5.09 
65 龍台寺前 3.04 5.19 
66 清水団地前 3.15 4.63 
67 猪狩電気通信工業前 3.17 4.35 
68 上郡消防屯所 2.88 2.33 
69 岩井戸鉱泉 1.65 2.59 
70 富岡工業団地 2.04 2.17 
71 成沢の滝入口 1.81 2.72 
72 沼名子橋 3.61 5.33 

No. 測定場所
11月20日（晴れ）
地上１ｍ 地上10cm

１ 下千里消防屯所 4.46 7.43 
２ 上千里消防屯所 2.94 3.98 
３ 杉内消防屯所 3.41 5.64 
４ 第二工業団地入口 6.01 6.27 
５ 高津戸集会所 7.26 12.30 
６ 富岡第二中学校 5.26 12.80 
７ 新夜ノ森集会所 9.13 11.40 
８ 夜の森公園 4.21 9.05 
９ 松の前待避所 12.10 15.30 
10 小良ヶ浜集会所 8.25 14.10 
11 町境（小良ヶ浜地区） 10.40 13.40 
12 深谷消防屯所 8.43 9.67 
13 富岡野球場 6.31 8.78 
14 観陽亭前 1.76 3.54 
15 富岡合同庁舎西側 3.95 4.15 
16 富岡養護学校 5.53 11.00 
17 老人福祉センター 9.41 22.40 
18 夜ノ森駅 8.89 11.00 
19 王塚集会所 6.70 8.80 
20 諏訪神社前 4.70 4.93 
21 上本町消防屯所 4.28 4.90 
22 上本町集会所 3.75 4.34 
23 リベラルヒルズ入口 3.75 6.08 
24 赤木集会所 2.76 4.40 
25 上郡山集会所 2.53 3.08 
26 太田集会所 1.55 1.98 
27 原下消防屯所 1.82 2.32 
28 富岡駅 1.10 2.56 
29 清水消防屯所 2.79 4.96 
30 役場 2.67 2.99 
31 浄化センター 1.18 1.60 
32 毛萱集会場 0.70 0.52 
33 富岡保育所 2.28 4.44 
34 中央児童館 3.47 5.11 
35 栄町駐車場 2.63 3.62 
36 岩井戸消防屯所 2.13 2.92 

町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/h）
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